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１．当四半期決算に関する定性的情報

 

（１）経営成績に関する説明

 

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、経済政策や金融政策を背景に企業収益や雇用情勢が改善するなど、緩

やかな回復基調で推移いたしました。 

 このような経済情勢のもとにおきまして、当社グループでは、各事業にわたり積極的な営業活動を行って、業績の

向上に努めました結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は2,169億７千９百万円（前年同期比207億５千１百万

円、10.6％増）、営業利益は272億９千３百万円（前年同期比65億８千２百万円、31.8％増）となり、これに営業外

損益を加減した経常利益は250億３千８百万円（前年同期比66億１千１百万円、35.9％増）となりました。さらに、

これに特別損益を加減し、法人税等を控除した親会社株主に帰属する四半期純利益は195億２千万円と、前年同期に

比較して58億１百万円（42.3％）の増益となりました。 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。

 なお、第１四半期連結会計期間よりセグメント区分を一部変更しており、以下の前年同期比較については、前年同

期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

当第３四半期連結累計期間のセグメント別の状況

 

  営業収益     営業利益  

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減率

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間
増減率

  百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％

運輸業 67,962 70,842 4.2 7,022 9,952 41.7

不動産業 41,148 56,253 36.7 7,785 10,152 30.4

流通業 73,712 74,646 1.3 2,509 2,159 △14.0

レジャー・サービス業 23,005 24,846 8.0 3,288 5,009 52.4

その他の事業 1,296 1,315 1.5 9 △8 －

計 207,124 227,905 10.0 20,615 27,264 32.2

消  去 △10,896 △10,926 － 94 28 －

連  結 196,228 216,979 10.6 20,710 27,293 31.8

 

 

①運輸業 

 鉄道事業における当第３四半期連結累計期間の当社の運輸成績は、総旅客数は２億1,889万人と、前年同期に比較 

して601万人（2.8％）の増加となり、これに伴い、当社の旅客運輸収入は382億６千２百万円（前年同期比2.8％ 

増）、これに運輸雑収を加えた鉄軌道事業営業収益は408億１千万円と、前年同期に比較して11億８千８百万円（3.0 

％）の増収となりました。 

 これらの結果、運輸業全体の営業収益は708億４千２百万円と、前年同期に比較して28億８千万円（4.2％）の増収 

となり、営業利益は99億５千２百万円と、前年同期に比較して29億２千９百万円（41.7％）の増益となりました。 

 

       （参考）京阪電鉄旅客収入及び旅客数 

 
前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

対前年同期比較

増減 増減率

旅 客 収 入

 

定 期 外

百万円 百万円 百万円 ％

25,255 26,071 816 3.2

定 期 11,965 12,191 225 1.9

計 37,220 38,262 1,041 2.8

 

旅 客 数

 

 

定 期 外

千人 千人 千人 ％

108,765 112,816 4,050 3.7

定 期 104,110 106,076 1,965 1.9

計 212,875 218,892 6,016 2.8
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②不動産業 

 不動産販売業におきましては、「京阪東ローズタウン」「けいはんな公園都市」などの土地建物を販売いたしまし 

た。また、マンションでは、関西圏で「ザ・京都レジデンス 四条河原町」「ファインフラッツ南森町」「ファイン 

フラッツ天王寺アーバネックス」「ザ・大阪レジデンス 梅田」などを、首都圏で「品川タワーレジデンス」「世田 

谷千歳台ガーデン＆レジデンス」などを販売いたしました。 

 不動産賃貸業におきましては、積極的な営業活動を展開し、既存の賃貸ビルの稼働率向上に努めました。 

 これらの結果、不動産業全体の営業収益は562億５千３百万円と、前年同期に比較して151億５百万円（36.7％）の 

増収となり、営業利益は101億５千２百万円と、前年同期に比較して23億６千６百万円（30.4％）の増益となりまし 

た。 

 

③流通業 

 ストア業におきましては、前連結会計年度に開業した「ユニクロ関西空港出国エリア店」や「ＳＷＥＥＴＳ ＢＯ

Ｘビーンズ武蔵浦和店」などが通期で寄与いたしましたほか、平成27年７月17日に「ＭＵＪＩ ｃｏｍ ｅｋｉｍｏ梅

田店」を、平成27年９月28日に「ＳＷＥＥＴＳ ＢＯＸ西武池袋店」を、平成27年10月13日に「ＳＷＥＥＴＳ ＢＯＸ

エチカ池袋店」を出店するなど、積極的な店舗展開に努めました。 

 また、前連結会計年度に株式取得により連結子会社とした㈱ビオ・マーケットが通期で寄与いたしました。 

 これらの結果、流通業全体の営業収益は746億４千６百万円と、前年同期に比較して９億３千３百万円（1.3％）の 

増収となりましたが、百貨店業やショッピングモールの経営において、改装に伴い一部店舗を閉鎖したことなどによ 

り、営業利益は21億５千９百万円と、前年同期に比較して３億５千万円（14.0％）の減益となりました。 

 

④レジャー・サービス業 

 ホテル事業におきましては、活況を呈するユニバーサル・スタジオ・ジャパンに隣接する「ホテル京阪ユニバーサ 

ル・タワー」「ホテル京阪ユニバーサル・シティ」が引き続き好調に推移いたしましたほか、その他の各ホテルにお 

いても積極的な営業活動を行い、ビジネス需要及び国内外からの観光需要の取込みを図りました。また、「ホテル京 

阪京都」をはじめ、「ホテル京阪天満橋」「ホテル京阪ユニバーサル・タワー」「京都センチュリーホテル」及び 

「琵琶湖ホテル」において客室のリニューアルを実施するなど、一層の競争力の強化に努めました。 

 これらの結果、レジャー・サービス業全体の営業収益は248億４千６百万円と、前年同期に比較して18億４千１百

万円（8.0％）の増収となり、営業利益は50億９百万円と、前年同期に比較して17億２千１百万円（52.4％）の増益

となりました。 

 

⑤その他の事業 

 その他の事業全体の営業収益は13億１千５百万円と、前年同期に比較して１千９百万円（1.5％）の増収となり、

営業損失は８百万円と、前年同期に比較して１千８百万円の悪化となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する説明

 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金が減少したものの、有形固定資産や販売土地及び建

物が増加したことなどにより、前連結会計年度末から37億３千７百万円（0.6％）増加し、6,679億７千３百万円とな

りました。 

 負債につきましては、工事代金等の支払いに伴い未払金が減少したことなどにより、前連結会計年度末から136億

７千６百万円（2.9％）減少し、4,600億４千６百万円となりました。 

 純資産につきましては、利益剰余金が増加したことなどにより、前連結会計年度末から174億１千３百万円（9.1 

％）増加し、2,079億２千７百万円となりました。 

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 

 通期の連結業績予想につきましては、前回公表数値（平成27年10月29日）から変更はありません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。 

 これによる当第３四半期連結累計期間の損益及び当第３四半期連結会計期間末の資本剰余金に与える影響は軽

微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 26,600 25,529 

受取手形及び売掛金 30,892 21,195 

有価証券 352 2,227 

販売土地及び建物 101,243 108,495 

商品 1,894 2,180 

繰延税金資産 2,614 2,144 

その他 8,110 11,072 

貸倒引当金 △260 △284 

流動資産合計 171,449 172,560 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 187,950 192,564 

機械装置及び運搬具（純額） 12,979 12,848 

土地 206,616 206,585 

建設仮勘定 2,119 5,648 

その他（純額） 8,476 8,126 

有形固定資産合計 418,141 425,774 

無形固定資産 8,820 8,131 

投資その他の資産    

投資有価証券 47,358 44,390 

長期貸付金 388 387 

繰延税金資産 1,656 1,766 

退職給付に係る資産 1,464 289 

その他 15,033 14,737 

貸倒引当金 △75 △62 

投資その他の資産合計 65,825 61,507 

固定資産合計 492,787 495,413 

資産合計 664,236 667,973 
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